
災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況に
なった場合に提供が開始される「声の伝言板」です。

非常時・緊急時に連絡してほしい方や、利用してもらいたいわが家の情報です。
災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・医療機関などに情報を提供します。
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※書ききれなかった内容や、知ってほしい情報（介護情報・救急隊員への伝言など）をお書きください。【メモ】
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｢ 171 ｣をダイヤルし、音声ガイダンスに従って伝言の録音、再生を行って下さい。
伝言の録音（暗証番号なし）
伝言の再生（暗証番号なし）
伝言の録音（暗証番号あり）
伝言の再生（暗証番号あり）

｢ 171 ｣ → ｢ 1 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 2 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 3 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →
｢ 171 ｣ → ｢ 4 ｣ → ｢被災地の方の電話番号（市外局番から）｣ →

伝言ダイヤルセンター
に接続します。

災害用伝言ダイヤルとは？災害用伝言
ダイヤルの
使い方

わが家の
球磨村総合防災マップの改定にあたって
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索 引

　

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　令元情使、 第807-099号）」

　災害常襲地帯である球磨村では、これまで、ハード面では嵩上げ工事、堤防工事、導流堤の整備、内水氾濫
対策の実施等の事業を、ソフト面では、村民防災ブロック会議、球磨川水害タイムライン、自主防災活動支援
等の事業を進めており、ハード・ソフトの両輪をもって、村民の安心・安全を守る施策を進めております。

　今回、令和 2年度事業計画に基づき、最新の資料を使用して、5年ぶりに総合防災マップを見直しました。
　主な見直し箇所は、以下の 4点です。

①指定緊急避難場所の見直し
　　令和 2年 7月豪雨等の教訓に基づき、指定緊急避難場所の指定を見直しました。
　　災害の危険から身を守るために緊急的に避難する場所として、6箇所を指定しています。

②指定避難所の見直し
　　平成 28 年の見直しでは、地区の全ての公民館等 73 箇所を避難所に指定していましたが、令和 2 年 7 月
　豪雨等の教訓に基づき、土砂災害警戒区域内及び最大想定浸水区域内に位置する公民館等を避難所から除外
　しました。
　　災害の危険に伴い避難してきた人々が一定期間滞在する場所として 23箇所を指定しています。

③最大想定浸水区域を防災マップに反映
　　令和 2年 7月豪雨では「平成 28年度版総合防災マップが示した所まで水が来ていた」という証言を頂い
　ており、防災マップの有効性が証明されました。
　　今回は、更に精度を高めるため、平成 29年 3月に九州地方整備局が発表した最大想定浸水区域を防災マッ
　プに反映させました。
※1　最大想定浸水区域とは、昭和 32 年 7 月の諫早大水害クラスの大雨（1 日で 1,109 ㎜の雨）が降った場
　　  合にどれ位浸水するかを想定したものです。
※2　令和 2年 7月豪雨では、球磨村において 1日で 534㎜の雨が降りました。

④役場のホームぺージでも閲覧できるように整備しています。

　本総合防災マップを通じて、村民の安全・安心を確保すべく、引き続き、防災に強い
村を目指し、更なる防災力の向上を図る所存ですので、村民の皆様のご理解とご協力
をお願いします。 球磨村長

松谷　浩一


